
入社して10年目、主要取引先だっ

たメーカーから契約の終了を言い

渡された。長い付き合いだったの

に終わりはあっけないもので、何

度交渉を重ねても答えは同じ。「中

国では日本人１人を雇うお金で20

人雇える」と言われたら、あきらめ

るしかなかった。リースだった機

械類は一斉に引き上げられ、工

場はまさに空っぽ。途方に暮れた

私は「原点に戻って、一から仕事

を取って来よう！」と、あちこち飛

び込みで営業に走り回った。しか

しどこの製造業でも生産拠点を

海外に移し始めていて、なかなか

次の取引先は見つからなかった。

従業員の正社員にはパート勤務

に変更してもらい、また55歳以上

の人にはやむなく退社していただ

いた。業績の良かったころには30

人ほどいた従業員は10人までに

減り、働けば働くだけ赤字になっ

てしまうような経営状態に、妻か

らは「他の会社に勤めに出てほし

い」と言われる始末だった。そう

すれば少なくとも赤字にはならな

いし、給料がもらえるからだ。そ

のうち当時社長だった父とも工場

の閉鎖も検討するようになった。

根っからの楽観主義者の私はなん

とかなるだろうと、熱帯魚を飼育

して売ろうかとか、家具を作って

売ろうかなどといろいろ考えた。

また怪しげなビジネス書も大量に

読んだが、これが意外に役立った。

特に「情報を売る」という発想に気

づかせてくれたことが大きかった。

営業に関しても人と話すことが苦

手な私にとって、飛び込みほどつ

らいことはなかった。そこで会社

のホームページを立ち上げ、イン

ターネットを通じて仕事を取って

こようと考えた。そのためにはア

クセス数を増やさなければならな

い。ここで私は大きな勝負に出た。

それは「ハンダ付けの技術」を公開

することだった。

ハンダ付けといえば中学で学んだ

人も多いと思うが、仕事で使える

技術を正しく理解している人は少

ない。また電気関連の企業なら

必ず持つ特殊工程だが、特殊だ

からこそ技術は非公開にされて

きた。それゆえこれだけ情報のあ

ふれるインターネットにもハンダ

付けの技術を詳しく書いたものは

なかった。つまり、インターネッ

トに公開すれば必ずヒットするは

ず。この話を知った父は「ノウハ

ウを出してしまったら仕事がなく

なる！」と驚いたが、私はそうは思

わなかった。むしろ「難しいハンダ

付けはノセ精機にしかできない」

という認識が広まり、会社のＰＲ

になると考えたのである。

67（昭和42）年生まれ。八
日市高等学校卒。島根大
学理学部物理学科卒。91
（平成３）年にノセ精機へ
入社。
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お問い合わせ　

●大津市石山寺３-２-28
●TEL：077-537-1105
※ボランティアガイドには交通費とし
　て1000円が必要
◆
●大津市石山寺１-１-１
●TEL：077-537-0013
●拝観料：中学生以上500円 
　　　　 小学生のみ250円
●拝観時間：8：00～16：30
●公営駐車場あり（普通車600円）

●場所：石山寺●時間：9：00～16：30（最終入場は16：00まで）●休館日：展示換えのため休館の場合あり
●入場料：大人600円 中高生500円 小学生300円
         石山寺拝観、石山寺豊浄殿との入場券セット 大人1,000円 中高生850円 小学生500円

(取材・瓜生）取材・瓜生）(取材・瓜生）
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http://www.ishiyamadera.or.jp

「源氏物語千年紀in湖都大津」

事業として、石山寺の東大門か

ら志納所までの参道で、源氏

物語にちなんだ展示やさまざま

なイベントが催される。期間内

は、「世尊院」から「密蔵院」まで開放さ

れ行き来も可能になる。また、左図のよう

に会場が構成される予定なので、どっぷりと源氏物語の世界に浸り楽

しむことができる。この機会にぜひ訪れてみよう。※内容は変更になる場合があり

本紙206号の「素敵な人」で紹介された高橋智
隆さん製作のロボット｢紫式部」の展示を中心
に未来への提案を込めた現代アートの展示
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